
【導入】

「子どもってさ、ほんっとーに可愛いよね！」

満面の笑みで子どもを抱きかかえる私の姉。

人一倍子どもが好きな姉は、自分の気持ちの赴くままに保育士になりました。

忙しい親御さんの代わりに、子供の面倒を見て、成長を見守っていく。

そんな保育士は、今の日本には無くてはならない存在。

しかし…いつからでしょうか。
姉の顔から、少しずつ笑顔が消えていきました。

私の姉は、保育園でのきつい重労働によって心がなくなってしまったのです。

笑顔が可愛かった私の姉…
あの頃の笑顔を…
もう一度取り戻したい…

この一心だけが、

私がこの弁論を作るきっかけになったのです。

本弁論では、保育士の労働環境の課題と、その解決策について訴えます！

【現状】

2023年6月13日、政府は異次元の少子化対策を打ち出しました。
出産の保険適用に、保育料の無償化など…。

親が就労していなくても子供を保育園に預けられる

「こども誰でも通園制度」も

その一環として掲げられています。

このように、誰もが子育てをしやすい社会を実現していくために重要な役割を担う保育園ですが、

実際に子どもを預かる保育士は非常に深刻な状態に陥っています。

実は、日本の保育士の負担は世界一と言われているのです。

現在、世界各国には保育士1人当たりが持てる子供に上限を定めた「配置基準」が存在します。
日本の配置基準によれば、保育士1人が受け持つ子供の数は、3歳児であれば20人とされてい
ます。

これは、世界各国の平均と比べても2倍以上の人数で、OECDの中で最も大きな数字となってい
るのです。

これにより、少し目を離した隙に子供がベランダに出ていたり、アレルギーを持つ子供が他の子

のご飯を食べようとしたり。



常に重大事故の危険と隣り合わせで、保育士自身が食事をする時間やトイレに行く時間すら確

保できない状態なのです。

また、厚生労働省によれば、

保育士が一人きりでの保育を任されているなど余裕をもって保育に臨める体制が整っていないこ

とで、バスへの置き去りなどの不適切保育の問題を生じさせていることが分かっています。

このように、保育士一人あたりの負担の重さが多くの問題を引き起こしているのです。

さらに、配置基準の問題は、保育士の負担を増加させるだけではなく、給与の低さという問題も

生んでいます。

具体的にご説明します。

政府は、配置基準を参考に、保育園に通う子供の数から保育士の人数を割り出し、その分の給

与を支給しています。

しかし、20人という人数を保育士1人で受け持つことは難しいため、保育園は基準以上に保育士
を雇って対応しているのです。

実際に、内閣府の調査によると平均して4人以上も配置基準より多く雇っていることが分かってい
ます。

そして、保育園は新たに雇った保育士の給与も最低限の人数分の給与から賄うほかなく、保育

士一人当たりがもらえる給与が少なくなってしまっているのです。

例えば、子供が100人いる保育園の場合。
保育士１人当たり20人の子供を受け持つという基準に基づき、保育士5人分の給与が保育園に
支給されることになります。

しかし、実際には一施設当たり4人程多く保育士が雇われていることから、保育士5人分の給与を
9人の保育士で分配することになり、本来受け取ることのできる給与から低くなってしまうのです。

実際に、保育士の受け取る給与は本来受け取れるはずのものより、60万円以上も低くなってい
るのです。

この重すぎる負担と給与の低さが原因で、保育士を離職する人は増加しています。

実際に、保育士の資格を持っているのにも関わらず、保育士として働いていない人の割合は資

格保有者全体の約6割以上、100万人もいます。

彼らは潜在保育士と呼ばれ、厚生労働省の調査によれば、保育士として働くことを希望しながら

も、給料の低さ、責任の重さや事故への不安を理由に退職を選択していることが分かっていま

す。

以上をまとめると、保育園の重要性が高まっているにもかかわらず、保育士は深刻な状態に置

かれています。この労働環境の悪さは、不適切保育にもつながり、さらには離職者の増加によっ

て労働環境の悪化につながるという負の連鎖にあるのです。



【問題点】

保育園。それは子供達の社会の入口。

保育士が見守る中、成功や失敗を重ね、社会の基礎を学んでいきます。

しかし、小さく、弱く、大切な幼い子供たちを守る保育士は、誰が守るのでしょうか。

たくさんの重圧で限界を迎えても…明日も笑顔で子供たちを守らなければならない

そんな環境に耐えられず減り続ける仲間に、のしかかる重い負担。

抜け出せない負のスパイラルに、彼らはなすすべが無いのです！

【理念】

私の理想は、保育士が重い負担に苦しまずに、子供たちと真に向き合い成長を見届けられる社

会の実現です。

そのためには現在の過酷な労働環境を改善する必要があります。

そうすることで、保育士として働き続けられる人が増え、未来を担う幼い子供たちの健やかな成

長を支えることができるのです。

【方向性】

それでは、保育士の労働環境を改善するためにはどうすればいいのでしょうか。

まず1つ目は、保育士ひとり当たりの負担が重すぎること。

そして2つ目は、1人分の給与を受け取れていないこと。

これらを解決する必要があるのです。

【プラン】

そこで私は、1点のプランを提案します！

それは、配置基準の人数を今よりも少なくすることです。

具体的には現在3歳以上の児童で定められている20人を改定し、7人にまで引き下げることとし
ます。

この基準は、アメリカの小児科学会らの調査を踏まえ、3歳児以上の子どもについて、保育士1人
につき子ども7人という数値に基づいたものです。

実際にドイツやイギリスなどの先進国では、一人当たり7人と保育士が持てる人数に制限をかけ
ることで子供1人1人に目が届く環境を維持しています。



また、配置基準を変更することは、保育士の給与の改善や人数不足の解消にも繋がるのです。

現在の配置基準では保育士が1人で面倒を見ることが難しく、新たに雇った保育士でこの負担を
補っていました。

この際、新たに雇った保育士の給与は、配置基準に基づいた人数分の給与から差し引いていた

ため、結果的に保育士1人1人の給与が下がってしまっていたのです。

しかし、配置基準を実情に見合った数に見直すことで、基準より多く保育士を雇う必要はなくなり

ます。

その結果、国からは実際の保育士の数に応じた給与が支給され、一人一人の保育士が定めら

れた給与を確実に受け取ることができるようになるのです。

また、こうして給与が改善されれば、賃金の低さを理由に退職してしまった潜在保育士も現場に

復帰しやすくなります。

2018年に、厚生労働省の行ったアンケートでは、潜在保育士が現場に復帰するために求める改
善では賃金の安さが最も多く、半数以上を占めています。

つまり、今回のプランで配置基準を見直すことで保育士の最低限の給料が保障され、保育士不

足の解消を目指せるのです。

このように、日本でも同様に配置基準の人数を見直すことで、保育士が重い負担に苦しまずに働

き続けることができるのです。

【締め】

無邪気な笑顔で走り回る小さな背中。　

その背中はやがてこの先の未来を背負っていく大きな、大きな背中となっていくのです。

この未来の重みに耐えかね、子供たちを見守る保育士が崩れ去っていかないように...

彼らが苦しまずに働き続けられる環境の実現を願って本弁論を終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。


